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１．研究目的・課題設定・研究方法

これは連合教職実践研究科の修了論文要旨の作成テンプレートである。このファイル自体が執筆要領を兼ねている。これらを参考に要旨を作成してほしい。

２．論文構成（例）

１．はじめに（研究の背景）

２．研究の目的

３．研究の方法

3.1　方法１

3.2　方法２

４．研究の結果

５．考察

６．研究の成果と今後の課題

引用文献

３．論文の概要
3.1　原稿はA4判・縦（210×297mm）。ページ数は図表を含め2ページとする。

3.2　横書き、２段組み、1ページ44行程度、1段の１行の文字数は22字程度とする。本文の文字のフォントは日本語はMS明朝を、英数字はTimes New Romanを使用する。主タイトルの字体・サイズはMSゴシック10.5ポイント，本文中の副タイトル（3.1等）はMSゴシック10.5ポイントを用いる。

　本文の句点は「。」読点は「、」を用いる。本文はMS明朝・Times New Roman10.5ポイントを用いる。余白は上25mm・下20mm・左右25mm・

に設定している。

3.3　原稿１ページ目には、修了論文テーマ・（〜サブテーマ〜）・所属コース名・学籍番号・氏名・指導担当教員名・本文の順に書く。
3.4　図表、引用文献の表し方　　

　修了論文テンプレートに同じ。

3.5　提出期限

　１月８日（金）17:00までに、研究科事務室に紙媒体で２部、各指導担当教員に紙媒体で１部提出すること（加えて、各指導担当教員にはメールに添付して提出すること）。時間厳守。

　本要旨は印刷・製本し、１月30日の報告審査会，２月14日のフォーラムで配布する。また、関係機関(教育委員会、連携協力校、院生勤務校等)にも配布する。
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